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各地の闘■■■

た　よ　り

　大阪・プラ界タ
　　リウム

　京都・京星會

は太陽は地子線上に廻り，冬は北極星が天頂に輝き，数多の恒星が，

を中心に大野を描く．

來る人々も，近頃は眞面目である・

　去る日，大阪の會員で，電燈照明前門の山崎幸夫氏（バグナル鮭員）が，オ1

・うの映寓機を持参された．目下關係者が眞實の極光現象を映出するべく研究

中である．

　料る日，市内の小冊校の先生が，黄道上の太陽の運動に就いて，熱心な態度

で，プラネタリウムで季節による日出・日渡や南中の方位の菱化を研究して錦

られた．こうした研究家には，特別な便宜を與へられるのは言ふまでもない・

　6月15日から夜闇公演（19時30分より）が開始され，た．毎日ドーム内は爽快な

冷房が行はれてるる．涼しV・暗いド1ムで美しV・星室を仰ぐと，思はす10月の

斜ま頃のあの好季節の夜の心持がする．この夜聞講演には特別下書が上映どれ

て，興味酒盛り澤山である．今から7月講演の「七夕の塞」と「銀河の話」の

痛快さが期待されてるる．

　山本博士は，大阪プラネタリウムの多数の紹介爲眞の持参して欧米へ憎憎さ

れた．今春から毎日各地學校の見回團禮が押し寄せて，係員も大童であるが，

唱に角，科學館の普及されたことは國内は勿論，海外の半者者が績くのをみて

も，既に全國的になったことは事理である．

　8月の話題　・）（　月・月の運動

　　　　　　　　　　　　　　　6月の謡題一北極の空，黄
　大阪プラネタリウムだよリ
　　　　　　　　　　　　　　　道＋二官

　「友よ宿れ1北極星の下で語らん」，「書間は長い，牛年

聞だ！」，「一暦のこと，星察の下に，星を仰魁星を語り，

星と暮す夜は如何」．北極の友から來孝信り？徹夜をした

ら恐ろしいことだ，極地の夜は6ヶ月も解く．……これが

事實としたら，直ぐにも訪ねてみたい，極地への憧れ・夏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この極星

　この不思議な北極の室を訪ねて，四ツ橋の電氣科學館IC

　夜室を美しく飾るは月，非喜交々の思情をそSるも月，

興味の諸相．

この月の世界を巡る
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京量曾

　太陽だ構成する原素一一．花山天文藁

筆一ヰリアム・xV・ピカリング，

井重雄，　アマチュア1天輪回眞術一伊達英太郎，

久雄，　周流ε太陽黒貼一吉岡引，

凝霜5年度き迎へるに疑し

た，さNやかな“天女を廉しむ者の集ひ，京星會”は，彊固な友情と學に劃する翼

摯な態度を以て次ぎ次ぎと同好者を迎へ，籔ケ月の内に50名を越す團禮となっ

た・其後會員の増加と會の存在意義を自糾し魯則の改正がなされ，（1）天女同好

著の親睦，（2）天女趣味の助長，観測研究の指導，（3）天女學の普及護建を目的とする

事となり、紺織の改正がなされ，各方面に亀叢の損張が計られ，眞面目な活動

が導けられて來た．

　會の範園は事業の一項目として野馬される禽誌，天文急報に寄せられる期待

により漸次全軍的となり，現在に於ては會合による近畿會員の團結と，望潮に

連なる全國魯員の支持，更に專門家諸先輩の指導援助によって，同好者の協力

になる1個の有力な存在となってみる・

　去る6月，東亜腰丈協會の本部並びに事務漸が京都を離れ，廣翠眉，滋賀縣

に移り，攣る9月よりの京男會第5年度に憂し，會の執るべき將來の方針決定の

役員會が開かれ，唯一一一・の（；京都を申事とする同好者團鷺’として釜々内容の充實と

會の褒展に努力する事が誓はれ，第5年度の計書を定時総會に計り，その結果

事業各部門に旺盛な活動が開始される卜定である．各方面同軒者諸等の御期待

と御協力を窒む．（総務部長　吉岡亡母）

編輯後記　擢威ある良心的な難誌！！提固ミ砦無’ぐ，愚行日｛弍遅1窃よい1！　こλノな事か

念願ミしながら編輯して点すご・原稿麺睨みながら初校から再校へ，更に三校へ，校了にな

ってボツミする醐もなく次號の編輯だ・編輯ご云って1，集衷つれ原稿の選課，灘列なら樂

だが，原稿の依頼から製作まで噺芝ばならigV’・選撮も自由に任されうならよいが或る支

醍秘法げる．振返つく唯恥しいだけだ・痔ぜで1［ll経衰弱になるのも朝州である．幸ひ山本

先生にお引受かし？こミ事ので，木邊成摂氏が後た一切受けて下さる事になつす二・9月號か

ら凹いi二期待して戴きずこい．力足らず御期待に副ひ得なかノ〕すこお刷きまで．（字間）

☆會誌「京星」第18號　依頼中の原稿が少し邊れて径行は7

月末の解明である．口次は次の通りで100部爽行，本学で

今年度の會誌を完了．

　　　　　　柴田淑次，　金星の自糠時間一一木期成麿，　星座漫

　　　　　北海道の日食の接艦観測ごその結果一年京天交感　石

　　　　　　　　　　　　　星座の日本名に封ずる私見一西森紀

　　　　　　寺田博士の「新星」．一一佐々木正，編輯後言E．

　　　昭和9年9月，京都の若い同好者の結合によって生れ


